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１.はじめに

火星はなぜ赤いのか? それは火星の表面が酸化鉄に覆われているからだと言われている.また，過去

の火星上には湖や川など,水があった痕跡が見つかっている.そこで,南六郷中学校宇宙科学部は,火星

の岩石が水に浸ったまま紫外線を浴びる環境があった場合,岩石にはどのような変化が起こるのか,そ

れは火星に酸化鉄が多いことに関係するのかを調べている．この実験では,火星上に多く存在する可能

性が高いといわれる鉄カンラン石を用いている. 

２.目的

本実験では，過去の実験より表面変化をわかりやすくするために，鉄カンラン石の表面を平らに加

工した.精製水に浸した加工済み鉄カンラン石に波長・照度の異なる紫外線と,蛍光灯の光を当てたと

きの変化の違いを USB 顕微鏡と電子顕微鏡を使って調べる.  

３.使用した試料,器具,装置等

鉄カンラン石(東京都三宅島産),石英試験管,パイレックス試験管,シリコン栓,紫外線照射装置６号,

波長の異なる光の照射装置,精製水,紙やすり,ピカールネリ,ピカール金属磨き 

４.試料の加工

これまでの実験よりも鉄カンラン石の表面変化をわかりやすくするために,表面を平らに加工した.

最初に不飽和ポリエステル樹脂に鉄カンラン石を入れ,硬化剤をいれて固める.次に,紙ヤスリ,鉱物研

磨用ヤスリ１０００番,鉱物研磨剤ピカールネリ,液状金属磨きピカールの順番で研磨する.最後に,ア

セトンを用いて試料を取り出し,精製水で洗浄後実験に使用した. 

５.実験方法

1)鉄カンラン石試料を,2個 1セットとして 5セット用意する.各セットの 2つの試料の名称をそれぞ

れ A,Bとする. 

2)4 本の石英試験管に,それぞれ鉄カンラン石試料 1セットと,10分以上煮沸した精製水を試験管の口

から 2cmの所まで入れ,シリコン栓をする.石英試験管を使用した理由は,紫外線を 99%通過させるた

めである. 

3)パイレックス試験管に,鉄カンラン石試料を 1セットと精製水を入れ,光を遮断するためにアルミホ

イルを巻きつける. 

4)4本の石英試験管に入れた試料の名称を uvCS,uvC,uvA,f,パイレックス試験管に入れた試料は nfと

し,それぞれに表 1の光を照射する. 

5)電子顕微鏡,USB顕微鏡による表面観察を行う.

６.実験結果

実験は,2014年 2月 13日から 2014年 4月 10日までの 89日間行った.なお,実験装置内の温度は,紫

外線照射装置６号(uvCSの試料に紫外線を照射したもの)は 20～30℃,波長の異なる光の照射装置は 30

～50℃であった. 

・電子顕微鏡での観察結果 

電子顕微鏡で撮影した鉄カンラン石の写真に網目をかけ,傷がついた部分と傷がついていない部分の

マスをそれぞれ数え,表面変化の割合を,次のように求め，結果を表 2にまとめた. 

表面変化の割合〔%〕=(変化したマス目の数)÷(合計のマス目の数)×100 

表 1 実験に使用した光 

光の種類 波長〔nm〕 照度〔mw/㎠〕 試料の名称 備考 

紫外線 C 200〜290 2.11 uvCS 殺菌灯で強力な紫外線 C を試料に照射した. 

紫外線 C 200〜290 1.66 uvC 殺菌灯で uvCSよりも弱い紫外線を照射した. 

紫外線 A 320〜400 0.55 uvA uvCS,uvCと違う波長の紫外線 Aを照射した. 

自然光 400〜760 0.08 f 蛍光灯の光を照射した. 

光なし — — nf 試験管をアルミニウムで包み,熱のみを与えた. 
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